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論 文

精神看護学実習において看護学生が

体験 したゆらぎのレベルとその評定基準

牧野 耕次、比嘉 勇人、甘佐 京子、松本 行弘

滋賀県立大学 人間看護学部

背景 これまで看護学生のアイデンティティの 「ゆらぎ」が注目され、確立途上のアイデンティテ ィの

不確かさが動揺につながることが指摘されている。精神看護学実習では、看護学生はコミュニケー ショ

ンに困難を覚え、多 くの 「ゆ らぎ」を体験 していることが示唆されているが、体験 した 「ゆらぎ」 がど

の程度の規模(レ ベル)で あったのかを評定する指標は示されていない。

目的 本研究は、精神看護学実習において、看護学生が体験 した 「ゆ らぎ」のレベルとその評価基準を

提示することを目的とする。

方法 精神看護学実習を終了 した看護大学生9名 を対象者とし、半構成面接を行い、精神看護学実習に

おいて体験 した 「ゆらぎ」のエピソードとその 「ゆらぎ」の レベルの評定、各 レベルを何により判 断し

たか、その基準を話 してもらった。その内容を質的帰納的に分析 し、評価基準の内容を抽出した。

結果 分析の結果、次の4レ ベルが抽出された。 レベル1:わ ずかな疑問やネガティブな感情の反応で
一瞬
、対処に困るが、その影響力はわずかで余裕があり、外に現れない程度の反応で、自分自身で対処

でき、自分か ら人に話すことでも対処できるレベル。 レベルH:ど ういうことなのかと考え、ネガティ

ブな感情の反応で対処に困り、その反応が外にも現れるが短時間であり、まだ余裕や見通 しもあり、 自

分か ら人に話すなどにより、頭の中で状況を整理でき、その状況にも身を置 くことができるレベル。・レ

ベル皿:ネ ガティブな感情による反応が制御できな くなりそうになり、顔を赤 らめるなど外か らわかる

反応が現れる。わずかに見通 しがあり、余裕も少 し残っているが、自分だけでは対処不可能で、そのこ

とを信頼できる人に話さずにはいられず、聴いてもらうことでその後対処することができるレベル。 レ

ベルIV:ネ ガティブな激 しい感情体験のため、感情や行動の制御や状況把握が難 しくなる。対処不能状

態で見通 しもなくなり、その状況か ら離れる。危機的状態に陥ることもある。また、余裕 もなくな り、

人の話がきけな くなったり、自分の置かれた状況を話すことができな くなつたりする。話すだけでなく

感情を表出することなどで対処できるようになるが、良くも悪くも周囲に与える影響は大きく、他者が

話を聴 くことも難 しいレベル。

結論 レベル1お よびレベルIIで は、看護学生と臨地実習指導者、教員が レベル1お よびレベル皿から

の学びをより確固なものにするという共通認識を持つことの重要性と、 レベル皿およびIVで は、「ゆら

ぎ」を体験 した看護学生の感情の表出や思考の整理が促されるため、臨地実習指導者や教員の聴 く姿勢

の重要性が示唆された。

1.緒 言

それ まで の体制や システム、有 り様 が変化を伴 い不安

定 で危機的 な要素 を含んだ状態 、国家i>z)や 家 族3)4)5)の
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移行期、動揺や葛藤などの心理過程6)に 「ゆらぎ」 とい

う用語 は使われてきた。宮本了)は、援助者側である看護

学生の 「ゆらぎ」を取り上げ、看護専門職のアイデ ンティ

ティ確立に適 した支援 として、看護場面を再構成す る方

法論を提示 した。尾崎8)は、社会福祉学の領域において、

援助者やその対象者 らが経験する動揺や葛藤、不安 、迷

いなどを 「ゆらぎ」 とし、その混乱や危機的な側面 に焦

点を当てるだけでなく、成長の契機 となる側面 にも注 目

した。 そして、「ゆらぎ」を社会福祉実践の専門性 や質
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を高める出発点ととらえた。尾崎はその著書において、

社会福祉領域だけでなく、看護職の経験した「ゆらぎJ

についても紹介し、「ゆらぎJを対人援助職に共通する

ものと位置づけた。その後、看護の領域においても、

「ゆらぎ」に関して、看護師の「ゆらぐJ場面とそのプ
ロセスに関する研究9)や助産師が自己価値の「ゆらぎJ
から開放されるプロセスに関する研究10)など、援助者側

の「ゆらぎ」に関する研究が行われ、援助者がどのよう

な「ゆらぎJを体験しているのかが明らかにされている。

しかしながら、援助者が体験した「ゆらぎjの大きさが、

その本人にとってどの程度の影響があったのかに関する

指標については明らかにされていない。

対人援助職を自指す看護学生の大半は、青年期に属し

ており、アイデンティティの確立を発達課題に持っと同

時に、看護師になるために実習等を通して、職業的アイ

デンティティの確立についても直面している状況であるO

宮本11)は、看護学生の感情だけでなく、アイデンティティ

の「ゆらぎJにも注目し、確立途上のアイデンティティ

の不確かさが動揺につながることを指描している。さら

に、宮本ωと日下ゅは、「実習体験には患者の役に立て

たという充実感と、援助どころかコミュニケーションも

うまくいかなかったという不全感が入り混じり、毎日が

『ゆらぎ』と立ち直りの連続である」と述べ、精神科に

おける実習の事関を提示している。そして、臨地実習指

導者や教員が看護学生の「ゆらぎ」をどう支えるのかに

ついて、看護学生が「限界を超えないような配慮」と

「現実の厳しさと自己の限界を知ることへの支援J

要性を指摘している O 精神看護学実習では、例えば統合

失調症を持つ患者を受け持った場合であれば、患者の症

状である妄想や関心の低下などにより看護学生はコミュ

ニケーションに困難を覚え、多くの「ゆらぎJを体験し
ていることが示唆されている山5)。自己のアイデンティ

ティと職業的アイデンティティの確立途上にある看護学

生が、精神疾患を持つ患者と接することで「限界を超え

ないようJに、 rrゆらぎ』と立ち直りの連続」の中で
「現実の厳しさと自己の限界を知る」ために、体験して

いる「ゆらぎ」の大きさがどの程度の規模(以下レベル

とする)であるのかを知ることは、非常に重要である。

また、臨地実習指導者や教員にとっても、看護学生が

「限界を超えないよう」に rrゆらぎ』と立ち直りの連続」
の中で「現実の厳しさと自己の限界を知ることへの支援」

を行う上で、看護学生の「ゆらぎ」のレベルを知ること

は非常に重要である。したがって、本研究では、精神看

護学実習において、看護学生が体験した「ゆらぎ」のレ

ベルとその評価基準を提示することを目的とするO 精神

看護学実習において、看護学生が体験した「ゆちぎJの

レベノレとその評価基準は、看護学生自身が「自己の限界

を知るJために、体験した「ゆらぎ」を振り返る際の資
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料として、意義があると考えられる O また、臨地実習指

導者や教員が看護学生に対して指導をする上での判断指

標になると考えられる。なお、本研究において、「ゆら

ぎ」の定義は、「混乱、危機状態を意味する側面をもち、

成長を導く契機であり、判断基準や判断、感情が揺れ動

く状態Jとした。

II.研究方法

1.対象者

精神看護学実習を終了した看護大学生に研究協力依頼

を文書と口頭にて行った。そして、後日、研究に参加す

ることに口頭と文書により同意した看護学生9名を対象

者とした。

2.データ収集方法

1 )プライパシーの確保できる部崖において、研究者と

対象者の一対ーによる面接を l回行った。

2 )酷接時間は約1時間とし、対象者が精神看護学実習

において体験した「ゆらぎ」のエピソードをすべて話

してもらった。

3 )エピソードごとにその「ゆらぎjのレベルを、 1'"'-'

10の段階で自由に区分し、例えば5段階と区分した中

のレベルEのように、何段階と区分した中のレベル幾

つであるのか評定してもらった。

4) 2人目以降の対象者には、 1'"'-'10段階の範囲の評定

のほかに、 l人目の対象者が評定した範囲の段階(例

えば5段階)でも評定してもらった。

5 )面接は、伺意を得てからICレコーダーを用いて録

した。

6 )各エピソードの内容については、特に、その時の感

情や行動について詳しく聴いた。

7 )各対象者が評定した「ゆらぎ」のレベルについて、

各レベルを何により判断したか、その基準を話しても

らった。

3.データ収集期間:平成18年11月上旬~平成19年6月
上旬

4.データ分析方法
ICレコーダーに録音した酉接内容について、対象者

ごとに逐語録を作成して、次の分析を行ったo

1) rゆらぎ」のレベルに関する評価基準の分析

①各対象者が評定した「ゆらぎ」のレベルについて、そ

の評価基準をレベルごとにまとめた。

②まとめられた各レベルの評価基準をおおよそ l文のコー

ドで抽出し、分類した。

③各レベルの評価基準の中から意味の類似したコードを
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集め、それらのコードを用いて各レベルの評価基準の

内容を文章化した。

2)分析における信頼性と妥当性の確保

①質的研究経験のある共同研究者とのディスカッション

により分析内容および結果の確認を行った。

②分析結果を対象者に提示し、意見や違和感のある場合

は、その内容がそれまでのデータや分析との矛盾が起

きないかなど研究者間で検討し結果に反映させた。

5.倫理的配慮
実習終了後に、研究の概要と以下の 1) ，-..， 5 )の倫理

的配慮を文書と口頭により説明し研究協力依頼を行い、

後日、自発的に研究者を訪問し文書と臼頭で研究に同意

した者を本研究の対象者とした。

1 )対象者になることで予想される利益(質的研究や倫

理的配慮、本テーマについて理解を深めることができ

る)と不利益(人権等が侵害されるのではという不安)

について、説明し、不利益については、以下の説明に

よりできる限り解消されるよう確認を行った。

2 )研究協力は自自意芯であり、途中で中止でき、その

ことで不利益を受けなし、。その場合、得られたデータ

は使用しない。

3 )実習終了時に成績判定は終了しており、研究に協力

するか否かで、成績やその他の評価に影響することは

なし¥0

4)対象者が特定されないよう配慮し、守秘義務を遵守

する O

5 )対象者は研究に関して納得がいくまで質問でき、研

究者はできる限り結果のフィードパックを行う。

ill.研究結果

1 .対象者の属性およびインタピュー結果

精神看護学実習終了後の看護大学生9名が研究参加に

同意した。年齢は、 20歳 2名、 21歳7名で、全員女性で

表 1 面接持聞と各エピソードの評定

ID 面接待問 エピソード数(自己評定)

A 45分 3(耳、 E、直)

B 41分 3(1V、 N、1) 

C 53分 3 ( 1、I、ill)

D 37分 2( 1、1V)

E 30分 3(ill、E、1) 

F 36分 2(1V、 II)

G 70分 5(耳、 E、I、I、耳)

H 55分 2(宜、1V)

29分 2(耳、 1) 

あった。

面接回数は全員 l回で、匡接時間は平均44分(最長70

分、最短29分)、対象者が話した「ゆらぎJエピソード

数は、 2つのエピソードと 3つのエピソードが各 4名、

5つのエピソードが 1名であった。 1人目の対象者は、

「ゆらぎ」無しを含めた 5段階で自らのエピソードを評

定した。その内「ゆらぎ」無しのレベルを除いたレベル

1'-'"町に合わせた評定と各対象者の 1'-"'10段階の範囲に

おける評定を比較検討した結果、レベル 1'-'"町の 4段階

を採用した。対象者およびエピソード数とその評定は表

lに示した。

2.分析結果
1 )精神看護学実習における看護学生の「ゆらぎ」のレ

ベルに関する評価基準

対象者が話した「ゆらぎJのレベノレに関する評価基準

を分析した結果、「ゆらぎ」の各レベルの基準は以下の

通りにまとめられた。そのレベルの基準に該当する麗接

内容を本文と区別するため斜体で抜粋した。なお、精神

看護学実習における看護学生の「ゆらぎ」のレベルに関

する評価慕準の分析過程を表2'-'"表 5に示した。

( 1 )レベル 1:わずかな疑問やネガティブな感↑青の反

応で一瞬、対処に困るが、その影響力はわずかで余

裕があり、外に現れない程度の反応で、自分自身で

対処でき、自分から人に話すことでも対処できるレ

ベル。

C:レベルIとかやったら、笑える範囲っていうか、
友達に言って、すっきりじゃないけど、 OKみたい

なO

D:レベルIは軽くショックぐらいで、そのなんか、

まだ、ショックとか動揺していることを外に出さず

にいれる感じ。

G:しゃべってて「はっJ と思うことがあるじゃない

ですか。何か言われて、「あっ」みたいなO で、ど

うしてもぱっと一瞬思う感情がありつつ、でもどっ

かでは冷静に「あ一、これは病気ゃから何々なんや

なあj みたいに思うんですけど、その「あ、j とい

う気持は結局「どうしたらいいのかjみたいなρ

(2 )レベルII:どういうことなのかと考え、ネガティ

ブな感情の反応で対処に困り、その反芯が外にも現

れるが短時間であり、まだ余裕や見通しもあり、自

分から人に話すなどにより、頭の中で状況を整理で

き、その状況にも身を置くことができるレベル。

F: 2番(レベノレII)はこれからまあ、 ちょっとどう

しょうかと思ったりするぐらいやけど、まあこれか

ら次第かなあみたいな前向きな感じで、(中野各)悲

しい、でも大丈夫、希望があるみたいな感じ。

H:そばにいるっていうことは空間を共有するってい
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  う感0や げど πど う 乙た らい いん やろ うゴ っτい う

 感 びで逃 ゲた いよ うな気持…るあ クつつ、 で る一結ヲこ

  いた いとい う気持 もあ クつつ つτい ラ感 じですかねo

.τ∴質周 乙τも、πうん、 うんゴ とか ば っか クで、 それ

 以 二と話 が広 が らな いっτい うか、 こっちが話 を しな

  い と っτい7, だ ったん で、 ぼん まノこず っと πど

  う 乙よ うゴ ってし盟つτま 乙たoち よっと蒔計 をさ ク

  ゲ な ぐ瘍回 る月 た クとか、 たぶん ぞ うい ラのが出 τ

  た よ うな気 が します。 なんか厩 クを うーん とか や っ

  τ児 τた ク、 そ うでずねえ みた いな気 まずい感 δが

  た ぶ ん出 τた と想 いまずo

(3)レ ベ ル皿:ネ ガテ ィブな感情 による反応が制御 で

 きなくなりそうになり、顔を赤 らめるなど外からわ

 かる反応が現れる。わずかに見通 しがあり、余裕 も

 少 し残 っているが、自分だけでは対処不可能で、そ

 のことを信頼できる人に話さずにはいられず、聴い

 てもらうことでその後対処することができるレベル。

E'揺1分 の,蟹っτた療者さん像 と本物が違 つたときに、

 勝手Gごショックを受げτるっτことが、  //ζ宮

 己9コ心崩0か なみたいな。/栗 んといτゴ っτいラ

 言案曹体に るショックを受 げるし、そんなご、と言 ラ

 入 やとぱ、忍1像しτいなか ったっτいラ、その現実

 と想像の達 い～こら/「あ、ぞんな入やつたんや」 みた

 いなんのショックなんかな。顔 こわばっτ、なん と

表2 ゆらぎレベル1の 評定基準抽出過程

)

ID

学生A

学生B

学生C

学生D

学生E

学生F

学生G

学生H

学生1

緊張
基準

固くなるっていう感じ

何か引っかかる感じ
一瞬止 まったみたいな感 じ

「なんや これは?」 みたいな感じ

「ん?ん?て

笑える範囲

友達 に言ってすっきりじゃないけどOK
みたいな

人に言わなくても押さえれる

軽 くショックぐらい

ショックとか動揺していることを外 に出

さずにいれ る感じ

ちょっとゆらいだぐらい

いつもどおり

ひきつることはなく

ちょっと気にかかってるぐらい

何もあまり変わらず

すっこい軽くて

ちょっといややなあとか思ったぐらい

ちょっと気にかかるぐらい

日々見ててくれやったら、別 に声 かけ

もいらん

自分で解決もできそうなぐらい
サポートは必要ない
日々細 々したことで、別 に、言ったらお

かしいです けど、悩む必要もないぐら

いの

いろんなふうに思うけど、別にそれが
大きな影響を及ぼさない
日常生活的な範囲で思うこと

悩むけど、ああどうしようって思 いなが
らもう10秒 以内で解決みたいな感じ

自分ですって解決できるような感じ

あらわれたとしても問題じゃない

自分にとっても他者にとっても負担に
ならないような変化
こっちが 戸惑う
「どうしたらいいんやろう」

「何 を話 したらいいんやろう」

基準抽象化
懸 目の反 心は外に現
題 はない

ない程又で問

通り過ぎてしまいそうな疑問(今まで対
処してきた方法では理解できない物事
との遭遇)

自分自身に対する影響はほんのわず
かで余裕がある

人に話すことでも解消される

自分自身でも対処できる

ネガティブな感情によるほんのわずか
の影響(感情)

感情の反応は外に現れない程度で問
題はない

ネガティブな感情によるほんのわずか
の4i (感情)

感情の反応は外に現れない程度で問
題はない
自分自身に対する影響はほんのわず
かで余裕がある
通り過ぎてしまいそうな疑悶(今まで対
処してきた方法では理解できない物事
との遭遇)
感情の反応は外に現れない程度で問
題はない

ネガティブな感情によるほんのわずか
の影響(感情)

通り過ぎてしまいそうな疑問(今まで対
処してきた方法では理解できない物事
との遭遇)

自分自身でも対処できる

ネガティブな感情によるほんのわずか
な影響(感情)

ネガティブな感情によるほんのわずか
な影響(時間)
自分自身でも対処できる

感情の反応は外に現れない程度で問
題はない

対処に困る

基準抽象化の並べ替え
)L'.n目の反 心は外 に現れない程Rで 問

題はない

通り過ぎてしまいそうな疑問(今まで対
処してきた方法では理解できない物事
との遭遇)

通り過ぎてしまいそうな疑問

通り過ぎてしまいそうな疑問

自分自身に対する影響はほんのわず
かで余裕がある
自分自身に対する影響はほんのわず
かで余裕がある

自分自身でも対処できる

自分自身でも対処できる

自分自身でも対処できる

人に話すことでも解消される

ネガティブな感情によるほんのわずか
な影響(感情)
ネガティブな感情によるほんのわずか
な影響(感情)

ネガティブな感情によるほんのわずか
な影響(感情)

ネガティブな感情によるほんのわずか
な影響(感情)

ネガティブな感情によるほんのわずか
な影響(時間)

感情の反応は外に現れない程度で問
題はない

感情の反応は外に現れない程度で問
題はない

感情の反応は外に現れない程度で問
題はない

対処に困る

内谷

わずかな疑問や
ネガティブな感

情の反応で一
瞬、対処に困る
が、その影響力
はわずかで余裕
があり、外に現
れない程度の反
応で、自分自身
で対処でき、自
分から人に話す
ことでも対処でき

るレベル

レベル

レベル 王
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 な ぐよそよ ぞ しぐ、とい うか、 その場 力)ら去 ろ う、とい

 う準 傭 を勇今め るか ら、早 ぐな るとい うか、 勿 ク_左ゲ

 る モー ド～こス るみ たいなo

G'3 ζレベノ〃ヱπク ぐらいや った ら1∠ ヲ2日 ぐらい秘

 ん でそ うなイメー ジが あるん ですげれ どOζ47略>

 3囎(レ ベル 」π♪ では、 歪ヲ分 一入 でど うに るでき

 な いに しτ る、周 クのカ を借 クれば なん とか な るっ

 τ感 じですかね。

H!3 (ノ〃・ベノn 孟≠むず)ψ)乙/い0 3と4の ≠毫瑳≡ヲノク∫ら

 ショ ックなそこそこあ ったと 乙τる月遍 しな、 ちょっ

 と はあるみた いな。

(4)レ ベルIV:ネ ガティブな激 しい感情体験のた め、

 感情や行動の制御や状況把握が難 しくなる。対処不

 能状態で見通 しもなくな り、 その状況か ら離れ る。

 危機的状態に陥ることもある。また、余裕 もな くな

  り、人の話がきけなくなったり、 自分の置かれた状

 況を話す ことができな くな ったりする。話すだ けで

  な く感情を表出することなどで対処できるようにな

  るが、良 くも悪 くも周囲に与える影響 は大 きく、他

 者が話を聴 くことも難 しいレベル。

A'… 私ぱ泣 げτきますげど㌔ ど ラ乙τいいかわか ら

  へんというか、どうしよ ラるないつτ`}うか、 わげ

表3 ゆらぎレベルlIの評定基準抽出過程

ID

学生A

学生B

学生C

学生D

学生E

学生F

学生G

学生H

学生1

基準

短期間でちょっとした

自分で解決できる
自分で解決すべきゆらぎ
こういうのなんかなっていう引っかか っ

てきたものがちょっとまとまってきた
友達が 「マジでえ」みたいな 、驚 いてく

れ たら、「うん」終わる

もうちょっと、出る感じ
自分で話すことで色 々まとまっていく

これから自分次第やなあ

それほど重く感じてなく

ちょつとどうしようかと思ったりするぐらい

まあこれからしだいかなあみたいな前
向きな感じ
悲しい、でも大丈夫 、希望 があるみ た
いな感 じ    .

みんなのカを借りたら全然立ち直れる
「どうしよう」って人にこっちからも訊く

あっちからも訊いてくれはったら説明で
きる
受け答えぱできる
悲しいけど、人に支えてもらえたら大
丈夫なぐらい

どうしたらいいんやろう

相 談にのってもらったり「どう」って声か
けてもらったら解決 できる

自分の中で着々と整理できてた
一 日の 生活にそのゆらいだ気 持が

入ってくる

ふとした瞬間に思い出すぐらいにまで
自分に影響があるゆらぎ
家に帰ってからも料理作ってる時に
ひゅっと思い出す
一瞬動きが止まる

全くあらわれないことはない
何 か 自分が「あっ」ってあらわれ てし
まったって思うぐらい

たぶん相手とか周りには気取られない
ぐらい
解決策が見えてる
どうしたらいいかっていう感じやった
一瞬、普通考 えるっていう感 じ
どう接したらいいのかわからない
できることをやっていくしかないってい

うのは最 初から思ってた

まだどうにかしようとがんばれる ラス
な気持がちょっとある
でも、どうしていいか わからないみ たい

ちっさいじわじわとしたショックは ある

おっきいボンというショックではない
一緒にいれるっていう感じ

わ からないなりにも何 とか しようと思っ
て一緒 に居ることをしてた

不安が大きくなった

基準抽象化

ネガティブな感情による小さな影響(時

自分で対処できる

どういうことなのか と考 える

自分から話すことで対処できる

感情の反応は外に少し現れる程度
自分から話すことで整理できる

自分で対処できる
ネガティブな感情による小さな影響(感
情)
対処に困る

対処に困るが見通しがある

人 に支 えてもらうことでも対処できる

状況を説明できる

人に支えてもらうことでも対処できる

対処に困る

人に支えてもらうことでも対処できる

自分で整理できる

ネガティブな感情による小さな影響(感
情)

感情の反応は外に少し現れる程度

見通しがある
対処に困る
どういうことなのか と考える

対処に困る

見通しがある

まだ余裕がある

対処に困る
・ガティ ま愁 目による小

情)

d影 国(悪

その場にいることができる

ネガティブな感情

基準抽象化の並べ替え
ネガティ な感情による小さな影響(時
間〉

ネガティブな感情による小さな影響(感
情)

ネガティブな感情による小さな影響(感
情)
・ガティ d;月 による小 d影 日(脚

情)

谷 レベル

ネガティ な感情

感情の反応は外に少し現れる程度

感情の反応は外に少し現れる程度

対処に困る
対処に困る

対処に困る

対処に困る

対処に困る

対処に困るが見通しがある

見通しがある

見通しがある

どういうことなの
かと考え、ネガ
ティブな感情の
反応で対処に困
り、その反旛が
外にも現れるが
短時間であり、
まだ余裕や見通
しもあり、自分か
ら人に話すなど
により、頭の中
で状況を整理で
き、その状況に
も身を置くことが
できるレベル

レベ ル ∬

まだ余裕がある

状況を説明できる

自分で対処できる

自分で対処できる

どういうことなのかと考える

どういうことなのかと考える

自分から話すことで対処できる
自分から話すことで整理できる

自分で整理できる

人に支えてもらうことでも対処できる

人に支えてもらうことでも対処できる

人に支えてもらうことでも対処できる

その場にいることができる
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 わか らへんよ うノこなっτ、涙が出 τぐるっτいラの

 が褒蕎なんかなあ私〆ことっτは、ぱいo

B身 分 の中で、涙が■ まらへんかつた つτいうとこ

 ろとか、感情の興奮 がるラあ(に出 τデテぐのを止め ら

 へんか つたっτいうところが、ど うしτる止められ

 へんか った し。自分 もずこい寂 しいよ'うな感 碑こなっ

 τ、自分 κ侮ができるんやろづっτいラのを、蛋っτ、

 その寂 乙さをずっとるつττ。 ζ吻略♪変 な夢を月

 τ、靭の4碍 …ぐらいで、たふンし纈 達の入の足昔

 やったんですげど＼ その足昔が＼自分の部屋ノこス っ

 τ きたよ ラ悶 蟹え τ、 すごい肪 い感 じが あ っτ、 そ

 の統 台女1調症 の患 者 さんノこ、入 の 置界 κば いる つτ

 い ラ感0な のか な、 その患 者 さん の∠倉琶とか置界 と

 か を窺1っ τいげぱ窺1っ τい ぐノま(U'今 ま で児 え τい

 なか った身分 の生 ～汚とかノL生 とか、 そ うい うところ

 ～こも気 づか ん うちにス っττo

Eノ ぞ ラい ラタ イプの/一ゆ らぎン 〔レベノ〃∫の でぱ、

 ま ずその鍔 か ら逃 ゲま ずo逃 げ τ、/一ど ラしよ うゴ

 自分 で考 え τみ τ、 で、たぶん その場 に行二けへん ぐ

 な クます。患 者 さんの とこに行 げへん ぐなる。

表4 ゆらぎレベルlllの評定基準抽出過程 .

ID

学生A
学生B

学生C

学生D

学生E

学生F

学生G

学生H

学 生1

基準

嫌
愚痴って、愚痴 って

慣れたら大丈夫そう

泣きそうになる

レベル]Vよ り感情が 早く出てくる

顔がめっちゃ熱くなる
顔が赤くなったり

ちょっと後 ろ向き

悲しい

つらいなあ

さ迷 って

でも頼りになる人の助言とかもらったら
2にいける

信頼 してる人 とかが、聴いてくれ はると
いい

落ち込んでる
記録とかで よくできています」とかに
の調子です」とか書いてもらえると2の
段階に進める
「もうちょっと えた方が いいん かな

あ」とか書 いてあると4まで行 ってしま
いそう

1日2日 ぐらい悩んでそうなイメージが

ある
「他の人には言わ にはいられない」

自分じゃ持ちきれない
気持 的には 、その ことをずっと引き

ずってしまう

違う話をしてるときも1っ と思い出して
別なふうにとらえてしまった りしてそう

3段階までは話を聞ける
自分一人でどうにもできないにしても、
周りの力を借りればなんとかなる
自分で処理できなくなったりする
まだ簡単な迷路並みで第三者から見
ると「あの辺出ロちゃうかな」みたいな
のがわかる
自分の中で整理がつけれる(同じ学生
Gが 人に話さずにはいられないといっ
ているので「自分で話すことで」という
ニュアンスが含まれている)

解決策があったとしても、自分の中で
はやっぱりそういうふうに割り切れない

ずっとう一一んってなってしまう

ショックはそこそこあつたとしても見通

しはちょっとはある

要素的には気持も行動も全部変わっ
たんじゃなくって、感情だけ、変わった

基準抽象化

ネガティ な感情
人に話さずにはいられない
ある程度の期間をネガティ
まま経過する

な感情の

感 目の反応が制御できなくなりそうに
なる
感情の反応が早く現れる

外からもわかる感情の反応が現れる

ネガティブな感情

見通しがない

信頼できる人の支えにより対処できる

ネガティ な感情

信頼できる人の支えにより対処できる

ある程度の期間をネガティ
まま経過する

人に話さずにはいられない

な感情の

ある程度の期間をネガティ
まま経過する

自分だけでは対処不可能

少し余裕は残っている

自分だけでば対処不可能

わずかに見通しははある

な感情の

自分 の中で整理が つけられる(同 じ学

生Gが 人に話 さず にはいられないと
いっているので「自分 で話 すことで」と

いうニュアンスが含 まれ ている)
      リ        へ        R

期間をネガティブな感情のまま経過す

ある程度の期間をネガティ
まま経過する

な感情の

わずかに見通しはある

ゆらぎ後の感情の変化

基準抽象化の並べ替え
ネガティ な感情

ネガティブな感情

ネガティブな感情

感情の反応が制御できなくなりそうに
なる
感情の反応が早く現れる

外からもわかる感情の反応が現れる

ある程度の期間をネガティ な感情の
まま経過する
ある程度の期間をネガティ な感情の
まま経過する
ある程度の期間をネガティ な感情の
まま経過する
ある程度の期間をネガティ な感情の
まま経過する
見通しはあったとしても、ある程度の期
間をネガティブな感情のまま経過する

見通しがない

わずかに見通しはある

わずかに見通しはある

少し余裕は残っている

人に話さずにはいられない

人に話さずにはいられない

信頼できる人の支えにより対処できる

信頼できる人の支えにより対処できる

自分だけでは対処不可能

自分だけでは対処不可能

自分 の 中で整理 がつけられ る(同 じ学

生Gが 人に話さず にはいられ ないと
いっているので「自分で話すことで」と

いうニュアンスが含まれ ている〉

ゆらぎ後の感情変化

内容

ネガティブな感
情による反応が
制御できなくなり
そうになり、その
反応も顔を赤ら
めるなど外から
わかる反応が現
れる。わずかに
見通しがあり、
余裕も少し残っ
ているが、自分
だけでは対処不
可能で、そのこ
とを信頼できる
人に話さずには
いられず、聴い
てもらうことでそ
の後対処するこ
とができるレベ
ル

レベル

レベル 狙
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Fノ あ 一ぼん まκあかんか つたん や っτい ラふ う～こ感

  じτ泣 いた し、あ と、 なんか るラ、記録 とか しなあ

 か ん の κ、 レポ ーFと か いつば いたま っτたの ～こ、

その憲者 さんが変 わ つτた らど うしよ うとか、次 の

日行 つτ、;票化 しτな つた らど うしよ うとか、 そん

なことば っか ク考え ττ、 レポ ー ハに手が っげれず、

表5 ゆらぎレベルIVの評定基準抽出過程

ID

学生A

学生B

学生C

学生D

学生E

学生F

泣けてきます
基準

どうしていいかわからへん
どうしようもない
どうしようもない
わけわからへんようになって
涙が出てくる
涙が止まらへんかった
感情の興奮がもう外に出て行くのを止
めらへん
どうしても止められへん
死ぬほど嫌
割り切れん
泣く
感情が押さえれんくなって
トラウマになりそう
しばらくは愚痴ってそう
ひきずりそう
思い出すのも嫌
口に出さん
学校で泣きました
なんで動揺してたのかもわからなかっ
た
動揺が大きすぎてよく考えないとわか
らなくて
あとから、感情が出てきて、泣いてし
まった

私何しよう
何しに来たんやろう
接点がつかめないとどうからいったら
いいんやろう
ショックを受ける

自分の能力のなさに気づいて
現実と想像の違いにも「あ、そんな人
やったんや」みたいなんのショックなん
かな

まずその場から逃げます
「どうしよう」自分で考えて

その場に行けへんくなります
顔がこわばる
しゃべれへん

そわそわしてしまったり
巨線が定まらん
患者さんもちゃんと見れへん
しゃべってても周りにあるものに目を
行かせてみたり
ほんまに困った
どん底に突き落とされたみたいな
すごい犬きな体験みたいな感じ
今までの実習で一番下みたいな感じ
なぐらいどん底
立ち直れるかどうか心配やったぐらい
どん底
落ち込んでる
どうにもならへん
誰にも救えへんぐらい
泣く
何も手につかない
言葉が少ない
暗い
しゃべりかけてもしゃべってくれへんぐ
らい
無視することが多い
耳に入ってない
聞くこともあまりできない
時間はかかりそうです。話すまでに
最期は泣いてすっきりするとよさそうで
す
自分がおかしくなるぐらい
自分の気持がそればっかりになって、
一日中居ても立ってもいられないみた

い
「あんなふうに言われて」みたいなこと

をずっとずっと考えて
人に言わずにはおれず
だんだん周囲に与える影響が大きく
なっていくような感じ
確実に顔にでてしまって

基,抽 象化
感情力制∠できなくなり行動に現れる

対処不能状態で見通しもない

考えがまとまらなくなる

感情が制御できなくなり行動に現れる

ネガティブな激しい感情
考えがまとまらなくなる

感情が制御できなくなり行動に現れる

その後にも大きな影響を与える(ネガ
ティブ)

状況を話すことができない
感情が制御できなくなり行動に現れる

考えがまとまらず状況摺握ができない

感情が制御できなくなり行動に現れる

考えがまとまらず状況掘握ができない

対処不能状態で見遜しもない

ネガティブな激しい感情

その状況にいられなくなる
考えがまとまらなくなる
その状況にいられなくなる
感情が制御できなくなり行動に現れる
状況を話すことができない

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる

対処不能状態で見通しもない
ネガティブな激しい感情

危機的な状況

感情が制御できなくなり行動に現れる
対処不能状態で見通しもない
危機的な状況
感情が制御できなくなり行動に現れる
行動もまとまらなくなる
話すことができない
ネガティブな感情

状況を話すことができない

人の話が聞けなくなる

状況を話すことができない

泣くことによる感情表出

危機的な状況

行動もまとまらなくなる

考えがまとまらなくなる

感情が制御できなくなり行動に現れる

周囲に与える影響が大きくなる

感情が制御できなくなり行動に現れる

基準抽象化の並べ替え
ネガティ な激しい感情

ネガディブな激しい感情

ネガティブな激しい感情
ネガティブな激しい感情
ネガティブな感情

感情の落差が大きい

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる
感情が制御できなくなり行動に現れる
感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる
感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる

感情が制御できなくなり行動に現れる
感情が制御できなくなり行動に現れる
感情が制御できなくなり行動に現れる
考えがまとまらなくなる
考えがまとまらなくなる
考えがまとまらなくなる
考えがまとまらなくなる

考えがまとまらず状況把握ができない

考えがまとまらず状況把握ができない

状況を話すことができない

状況を話すことができない

状況を話すことができない
状況を話すことができない
話すことができない
行動もまとまらなくなる
行動もまとまらなくなる
余裕がなくなる

人の話が聞けなくなる

人の話が聞けなくなる

危機的な状況

危機的な状況

危機的な状況

対処不能状態で見通しもない

対処不能状態で見通しもない

対処不能状態で見通しもない

内谷

ネガティブな激し
い感情体験のた
め、感情や行動
の制御や状況把
握が難しくなる。
対処不能状態で
見通しもなくな
り、その状況か
ら離れる。危機
的状態に陥るこ
ともある。また、
余裕もなくなり、
人の話もきけな
くなったり、自分
の置かれた状況
を話すことがで
きなくなったりす
る。話すだけで
なく感情を表出
することなどで
対処できるよう
になるが、良くも
悪くも周囲に与
える影響は大き
く他者が話を聴
くことも難しいレ
ベル

レベル

レベル
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学生G

学生H

学生1

席はずしてしまう
冷静に話が聞けなくなってしまったり
「ああどうしよう」とかって思って

話を聴くほうもどう聴いたらいいやろう
なあっていうふうになる
迷路に迷い込んでしまったかのような
感じ
聴くほうが大変になると思います
もうどうしていいかわからへん
聴いてるこっちも迷路に巻き込まれた
ように、どうしていいかわからないよう
な感じ
悩んでるからこそ言わないっていう意
味ではこっちがどうしたらいいのかみ
たいなこともある
全く正反対なものが一気にあった
感情面やったら泣く
誰が見ても激しく落ち込む
いっぱいいっ1い になってた
話してたら泣けてくる
泣くっていう感惰っていうか、悲しいとか
ちょっと離れてみる
固まる
患者さんのところに行くのをためらう
私の場合マックスになると泣く
食事介助を替わってもらった
ちょっと距離を置こうかなっていうか、
離れてみる
自分も変わったし、患者さんへの見方
も変わった
結構色々変わった
変化の大きさ、割合みたいな基準
変わることが多い

その状況にいられなくなる
人の話が聞けなくなる
対処不能状態で見通しもない

話を聴く側も難しい

対処不能状態で見通しもない

話を聴く側も難しい
対処不能状態で見通しもない

話を聴く側も難しい

周囲に与える影響が大きくなる

感情の落差が大きい

感情が制御できなくなり行動に現れる

余'が なくなる
感 が制 できなくなり'一動に現れる
ネガテ  な℃ しい 邸情

その状況にいられなくなる
感情が制御できなくなり行動に現れる
その状況にいられなくなる
感情が制御できなくなり行動に現れる

その状況にいられなくなる

その後にも大きな影響を与える(ポジ
テイブ)

想処不能状態で見通しもない
麟処不能状態で見通しもない
戴処不能状態で見通しもない

対処不能状態で見通しもない

その状況にいられなくなる

その状況にいられなくなる
その状況にいられなくなる

その状況にいられなくなる

その状況にいられなくなる

その状況にいられなくなる

話 く側も難しい
vを くIJも難 しい
言   く 嘘も難 しい

周囲に与える影響が大きくなる
周囲に与える影響が大きくなる
泣くことによる感情表出

その後にも大きな影響を与える(ネガ
テイブ)

その後にも大きな影響を与える(ポジ
ティブ)

るラ何を した らいいのかがわカ・らへんよ 列 こな つτ、

るう、 らうぐちゃぐちゃっと。

IV.考 察

 E.H. Eriksonls)は 、 「青年 の心 を最 も強 く動揺 させ

るのは、職業 的 アイデ ンティティに安住 す ることがで き

な い とい う無 力感で ある」 と述べ て いる。 看護学 生 は、

専門職 にな ることを前提 と した教育 を受 けてお り、職業

的 アイデ ンテ ィティに入学当初か ら向 き合 って いると言

え る。特 に、 臨地実習が始 まると、 自己のケ アの限界 に

気づ く機会 に遭遇す ることで、職業 的アイデ ンティテ ィ

が未確立 であ ることや学生 なりに確立 していた職業的 ア

イデ ンテ ィティを修正す る必要性 に直面 せざ るを得 ない

状況 とな り、 「ゆ らぎ」 を体 験 してい る と考 え られ る。

また、精神 看護学実習で は、精神疾患 を持 つ患者 との対

応 に困難 を覚え る14)15)ことで、 さ らに職業 的 なアイデ ン

テ ィテ ィが影 響 を受 け、 「ゆ らぎ」 を体 験 す る機会 も

「ゆ らぎ」 の レベ ル も増加 す るこ とが考 え られ る。 職業

的 アイデ ンテ ィテ ィは、社会 の中 での 自己を位置づ ける

ものであ り、 自己のアイデ ンティテ ィ形成 にお いて重要

で あ る ことが 指摘 されて いる17)18)19)。そ して、 職業 的 ア

イデ ンティテ ィが影響 を受 けることによ り、 自己の アイ

デ ンテ ィテ ィも影響 を受 ける ことで、 さ らに 「ゆ らぎ」

を体験 す る機会 も 「ゆ らぎ」 の レベル も増 加 して いる こ

とが考 え られ る。本研究結果で は、精神 看護i学実習 にお

いて看護 学生が体験 した 「ゆ らぎ」 の レベル とその評定

基準が提示され、看護学生の体験 した 「ゆらぎ」のレベ

ルがどの程度か、推察する可能性が示唆された。以下で

は、看護学生や臨地実習指導、教員が 「ゆらぎ」のレベ

ルに応 じた対応について考察を行った。

 レベル1は 、自分自身で対処できるということで、放

置 しておくことも可能であるが、宮本4)は、「気がかり」

が、「体験 された看護場面について十分な見極めがつい

ていない」ことで起 こることをあげ、思い出したくない

と放っておくのではなく、正面か ら取 り上げることをす

すめている。そして、「気がか り」 としてとらえ られた

「ゆ らぎ」の立て直 しを、プロセス レコー ドを用いた看

護場面の再構成で具体的に提示 している。 したがって、

放置できる程度であるレベル1を 看護学生 と臨地実習指

導者や教員双方が、看護場面の十分な見極めにつなげ成

長の契機としていくためには、 レベル1と はどういうも

のかという共通認識や成長につなげていこうという共通

認識が重要である。 レベル1は 、早急に対処が必要であ

るというわけではなく、時間をかけて、プロセスレコー

ドを用いて再構成 し、振り返るのも効果的であると考え

られる。プロセスレコー ドは、揺れ動 く感情を振 り返 り

客観視する上で、「ゆ らぎ」の全 レベルにおいて、最適

な方法の一つであると考えられる。また、自分で対処で

きるレベルではあるが、教員や臨地実習指導者にその体

験を話す ことにより、 さらに学びが明確になると考えら

れる。

 レベル 豆も、 自分 自身で対処できる レベル1同 様、

「自分から人に話すなどにより、頭の中で状況を整理で
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きるJレベルであるため、実習グループメンバーの誰か
に話すことで解決可能な範囲であり、学生や臨地実習指

導者、教員にとって、成長の機会として取り上げるのが

難しいレベルであるのかもしれない。セルフケアや実習

グループメンバ一間で解決できることは非常に重要なこ

とである。しかし、そこで終わりにせず、レベル Iと同

様に、看護学生と臨地実習指導者、教員がレベノレEから

の学びをより確国なものにしていこうという共通認識を

持つことが重要であると考えられる O 方法としては、看

護学生はカンファレンスを用いて実習グルーフ。全体で共

有したり、教員や臨地実習指導者に話しプロセスレコー

ドなどの実習記録に書いたりすることが考えられる。ま

た、教員や器地実習指導者は日ごろから実習の状況を看

護学生の立場に立って聴くことにより、レベル Iと同様

に、レベルEからの学びをより確固なものにしていくこ

とができると考えられる。

レベル盟は、学生には聴いてもらいたいというニーズ

があり、臨地実習指導者や教員にはその状況以外にもあ

らわれた看護学生の「ゆらぎ」の反応をとらえることが

できるため、レベルは大きいものであるが、看護学生の

ゆらいだ経験を共有しやすいと考えられるO 臨地実習指

導者や教員が話を傾聴することで、看護学生は話しなが

らゆらいだ感情を表出し、高ぶった感情を落ち着けるこ

とができると考えられる O そして、感情を表出すること

により自らの思考を整理することで、「ゆらぎ」の状況

を客観視することができるようになると考えられる O

レベルIVは、「状況を話すことも難しいので話を聴く

側にもその技術が要求されるJ状態であり、考えがまと
まらなくなるなど思考にも影響が出ていると考えられる。

定義にもあるとおり、「ゆらぎJには、「混乱、危機状態
を意味する側面jがあり、レベルIVでは、「側面」では

なく、夢を見たり、考えがまとまらなくなったりするな

ど潜在意識や思考過程など、に一時的に少なからず影響が

出ていると考えられる。したがって、レベルIVでは、混

乱や危機状態にかなり近いか、混乱や危機状態にまさに

陥っている状況であると考えられる O このような状態で

は、臨地実習指導者や教員は、必要に応じて付き添うな

どして状況やタイミングをみることなどにより、看護学

生が落ち着いて状況に関する話ができるようになるなど、

まずは、「ゆらぎJが治まるようにその看護学生にかか

わる必要があると考えられる O 実習グループメンバーも

それぞれの受け持ち患者の状況があるため、臨地実習指

導者や教員はグループダイナミクスにも注意を払い、他

のグループメンバーが「ゆらぎ」を体験した看護学生の

状況を把握できていない時にはグループメンバーへの助

言が必要であるかもしれない。「ゆらぎjを体験した看

護学生に対しては、実習に関する指導よりも、落ち着い

て状況についての話ができるようになるなど、混乱や危

機的な状態を脱することを優先する必要がある。看護学

生が「ゆらぎ」に関する状況について話ができるように

なれば、レベソレ亜同様、臨地実習指導者や教員が話を傾

聴することで、看護学生は話しながらゆらいだ感情を表

出し、岳らの思考を整理することで、ゆらいだ状i元を客
観視することができるようになると考えられる。

「ゆらぎJを体験する前の看護学生の状態により、ま

た、本人にとって複数の意味が体験した「ゆらぎJに含
まれている場合や、短時間で「ゆらぎJを引き起こした
できごとが解決されたり、そのできごとについての知識

をもっていたりする場合などにより、「ゆらぎJのレベ

ルが変化することが考えられる。したがって、学生の体

験を聴く場合、臨地実習指導者や教員は、本研究結果を

看護学生の体験のラベリングに使用するのではなく、あ

くまでも看護学生の体験に注目する必要がある。また、

本研究の結果は、体験した「ゆらぎ」を研究者に言吾すこ

とができる対象者からのデータであり、体験を話すこと

がストレスになる学生や防衛機制が強い学生、ゆらいだ

体験を否定的にとらえている学生に対して、本研究結果

を参考にする際には十分な注意が必要であると考えられ

るO 本研究は、 2週間1人の患者を受け持つかたちの精

神看護学実習を行った 9名の看護学生が体験した「ゆら

ぎ」に関する面接を分析したものであるという限界があ

る。

v.結語
精神看護学実習において、看護学生が体験した「ゆら

ぎJのレベルとその評価基準を明らかにすることを目的

に、研究参加に同意した精神看護学実習終了後の看護大

学生9名に、 1回1時間の菌接を行い、その逐語録を質

的に分析した。看護学生が体験した「ゆらぎ」のエピソー

ドに関する分析を行った結果、精神看護学実習における

看護学生の「ゆらぎ」のレベルが I，.....，IVで示され、それ

ぞれのレベルの評価基準が抽出された。看護学生に影響

が少ないと考えられるレベルIおよびレベルEでは、看

護学生と臨地実習指導者、教員がレベル Iおよびレベル

Eからの学びをより確固なものにしていこうという共通

認識を持つことが重要であると考えられる。また、 レベ

ル亜およびレベノレIVでは、「ゆらぎ」を体験した看護学

生の感情の表出や思考の整理が促されるため、臨地実習

指導者や教員の聴く姿勢の重要性が示唆された。
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(Summary)

        Levels of Instability Experienced by 

Nursing Students in Psychiatric Nursing Care Practicum and 

            Their Evaluation Criteria

Koji Makino, Hayato Higa, Kyoko Amasa, Yukihiro Matsumoto

School of Human Nursing, The University of Shiga Prefecture

Background Up to now, instability of identity 
 has been noted in nursing students, and it is in-

 dicated that uncertainty in a developing identity 
 leads to agitation. Nursing students experience 

 the difficulty of communication during psychiat-
 ric nursing care practicum, and it is suggested 

 that they experience much instability, but no 
 index for evaluating the scale (level) of the in-
 stability experienced has been demonstrated. 

Objective This research aims to present the levels 
 of instability experienced by nursing students in 

 psychiatric nursing care practicum, and criteria 
 for their evaluation. 

Methods Using nine undergraduate nursing stu-
 dents who had completed their psychiatric nurs-

 ing care practicum as subjects, we conducted 
 semi-structured interviews and asked them about 

 episodes of instability experienced during psychi-
 atric nursing care practicum and the levels of in-

 stability, how each level was judged and the 
 criteria. The content was analyzed qualitatively 

 and inductively to extract evaluation criteria. 

Results The following 4 levels were extracted 
 from the results of analysis. Level I: momentary 

 difficulty in coping in reaction to a slight doubt 
 or negative feeling, but the effect is slight, with 
 latitude; a reaction of a degree that is not ex-

 pressed elsewhere and can be handled by oneself 
 or by talking to someone. Level II: difficulty in 

 coping in reaction to a sense of confusion or 
 negative feeling; the reaction is expressed

elsewhere for a short time, but there is still lat-
itude and perspective, and one can mentally re-

solve the situation or place oneself in the 

situation, for example by talking to someone. 

Level III: reaction to negative feeling that threa-
tens loss of control, with the reaction outwardly 

expressed such as a reddened face. There is still 

a little perspective as well as latitude, but it can 

not be handled alone and must be discussed with 
someone who is trusted, after which the problem 

can be handled. Level IV: control of emotion or 

behavior and understanding of the situation be-

come difficult due to an intense negative emotio-
nal experience. Perspective is lost as the 

situation cannot be dealt with, and one disen-

gages from it. It may also cause a sense of cri-
sis. There is no latitude, one becomes unable to 
listen to others, and cannot discuss the situation. 

Although this can be dealt with by expressing 

feelings in more than just words, the effects all 

around are significant, for better or worse, and it 
is difficult for others to listen to.

Conclusion For levels I and II, it is important 

 that a greater shared awareness of what is 
 learned at these levels take hold among nursing 

 students, clinical training leaders and faculty. 

 For levels III and IV, it is important for 

 practicum instructors and faculty to listen in 
 order to promote the expression of feelings and 

 adjust the thinking of nursing students who have 

 experienced instability is suggested. 
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